
 

（１）風格づくり会談の申出 
○ 風格づくり会談は、窓口で直接お話をしながら記入していただくこともできます。 

○ 申出書は最低１部必要になります。 

○ 控えが必要な場合はさらに１部提出してください。 

  受付印と受付番号を記入し、返却します。 

○ 書類はすべてＡ４サイズでお願いします。（大きな図面は折ってください。） 

 

番号 書類名 内容 

１ 風格づくり会談 

申出書 
・様式第１号 

・窓口での記入で結構です。 

２ 位置図 ・建築物又は工作物の敷地の位置及び当該敷地の周辺の状況を表示する

図面。縮尺は1／2,500程度。 

※ 市の方でご用意できることもあります。ご相談ください。 

３ 写真 ・敷地の全体及び敷地周辺の状況がわかるもの 

※ 写真の枚数、撮影の角度は自由です。 

 携帯電話を用いて撮影した写真でもかまいません。 

４ 図面 ・配置図、平面図、立面図（それぞれ縮尺自由） 

 ※ 必ずしも着色する必要はありません。 

※ 状況により他の資料が必要な場合がありますので、担当者と協議をお願いします。 



別記様式第１号（第３条関係） 

 

風格づくり会談申出書 
年  月  日 

 

 栗東市長          様 

 

申出者 住  所 〒 520-○○○○ 

       栗東市○○○○ 

  氏  名 栗東 太郎      ㊞ 

  電話番号 077-○○○-○○○○ 

 

代理人 住  所 〒 

   

  氏  名            ㊞ 

  電話番号 

 

栗東市景観条例第 9条の規定に基づき、栗東市内において行おうとする建築活動について、次のと

おり申し出ます。 

 

栗東市の景観づくりについて、市から説明を受けましたか？ 

□ 受けている （平成 30年４月１日）  □ 受けていない 

行為の場所   （ 栗東市●●字●● ○○番○                   ） 

計画している行為（ 戸建て専用住宅の新築 共同住宅の新築 等            ） 

計画地の景観特性 

□森林景観・田園景観      □河川景観         □歴史街道景観     

□市街地景観          □工場地景観        □にぎわい景観   

□幹線道路景観   ※該当する景観特性を選択（例として歴史街道景観を選択） 

行為の期間 

   平成 30年 6月 1日 ～ 平成 30年 12月 31日 

※おおよその期間を記入（工事期間約 210日間） 

景観形成のための工夫 

 周辺の建築物との調和を図るため、木造２階建てで平入りとします。 

 紅柄や漆喰にすることはむずかしいかも知れませんが、なるべく歴史街道の景観に調和するよう

な、茶色系や白色系の外観とします。 

 ゆるくカーブした道に面しているので、交差点からのアイストップとなる位置に松を植え、街道

の雰囲気を演出します。 

 

(皆様の建築活動の１つ１つが、百年先に手渡す「栗東の景観」となります。よりよい景観となるようご

協力をお願いします。) 

添付書類   □ 位置図   □ 図面   □ 写真 1 

備考 １ □欄には、該当するものにレを記入してください。 

２ 法人にあっては、主たる事務所の所在地、名称及び代表者の氏名を記入してください。 

 

 上記※部分は市で記入するので、何も記入しないでください。 

※会談受付日 

 

年  月  日 

※会談受付番号 

 

 

※届出 

 

□ 要 □ 不要 

※届出番号 

 

 

記入例 

レ 

レ 

レ レ レ 


